
平成 27年度	
 第１回今宮工科高等学校•学校協議会（議事録） 
 
日	
 時：平成 27年７月 13日	
 午後１時 30分〜 
場	
 所：本校	
 視聴覚教室 
参加者： 
	
 ＜協議委員＞（敬称略） 

関西福祉科学大学 伊藤	
 一雄 
今工会（本校同窓会）会長 峯山	
 昭範 
(株)エムシステム技研	
 	
 	
 	
  	
 加納	
 孝幸 
萩之茶屋社会福祉協議会会長 田中	
 康夫 
新今宮小学校・今宮中学校 校長 堀端	
 和彦 
ＰＴＡ会長 大野	
 いづみ 

 
１	
 校長挨拶 

○	
 挨	
 拶 
○	
 委	
 嘱 

２	
 協議委員•事務局自己紹介 
３	
 本校の課題について 

○	
 教育方針（学校経営計画）について 
「確かな学力の育成」「規律•規範の確立と豊かな心のはぐくみ」 
「学校運営体制の確立と教職員の教育力の向上」 
「地域連携と安全で安心な学校づくり」 

 ○	
 学校教育自己診断結果について 
○	
 平成 27年度『企業等連携による実践的技能力育成事業』について   
○	
 インターンシップについて 
○	
 学校説明会等参加者に対する志願状況について 
○	
 平成 2７年度入学者選抜について 
○	
 出身中学校訪問について 
○	
 授業見学について 
○	
 今工生の進路状況について 
○	
 生徒指導について  

 
４	
 問題協議と提言	
 委：協議会委員	
 	
 事：事務局（学校側）	
 アンダーライン部：提言 

委：実践的技能力育成事業の費用面で必要があれば、同窓会からも検討

できる。 
委：自己診断結果のアルバイトについては、家庭の問題、経済的理由も

ある。保護者と学校と連携をとって、PTAでも話をしていきます。 
委：アルバイトについては、家庭状況にもよるので、学校と PTAとで
連携をとってもらって、改善できるよう検討してください。 

委：自己診断結果の「授業以外の学習時間」について、具体的な時間数

などわかりませんか？ 
事：家庭学習等している生徒もあるが、６３．７％の生徒がほとんどし



ていないのが現状。 
委：出身中学校訪問について、意義のあるものだと思います。１年生だ

けでなく、２・３年生も訪問して今工のことを話してもいいのでは

ないでしょうか。保護者も、地域の人たちに機会があれば、今工の

ことを伝えたい。 
委：目的もなく高校生活を送るのでなく、工業高校で何をしたいのか決

めて目的・方向性を見据えて、学習していってほしい。 
委：学校説明会を多くやっていただいて大変だと思いますが、中学校の

先生等、工科高校のことはなかなか知られていない面があるので、

これからも地道にＰＲしてもらいたい。 
委：生徒指導について、遅刻しない、時間を守る、あいさつをすること

は、社会に出ての基本なのでしっかり指導をしてください。 
委：授業見学について、25年度から参加者が増えたのは何か理由がある
のですか？ 

事：授業見学に来られて、どこで何をしているかについてわかりやすい

資料を作成したり、事前に説明する等、わかりやすくした結果かも。 
委：進路状況については、もっとＰＲすべき。進路指導は教育の総和、

頑張ってもらいたい。 
委：日本はものづくりの国である。今の小中学生はものづくりの経験が

少ない。小中学生にもものづくりの楽しさを味わわせ、工業高校で

しっかり学び、花開くことを希望する。  
委：高校の３年間は、人間形成上大事な時期です。独り立ちする寸前の

時であり、これからは１８歳で選挙権が与えられる。年次進行で遅

刻が増えているのは問題。人間教育にも力を入れてください。 
委：今工の生徒は、元気がいい。挨拶など指導が行き届いている。高校

生は大人との接点が少ないので、大人と話すなど、大人と接点をも

つことを大切にしてもらいたい。 
 
５	
 事務連絡 

○	
 第 23回大阪府産業教育フェア 
平成 27年 10月 17日（土）、18日（日）ORC（オーク）200 
最寄り駅	
 地下鉄中央線•JR環状線「弁天町」駅下車 

○	
 平成 27年	
 文化祭 
平成 27年 11月７日（土）9:00〜14:30	
 本校  

○	
 次回以降の予定 
平成 27年 11月７日（土）13:30〜	
 第２回	
 文	
 化	
 祭 
平成 27年 12月	
 日（	
 ）13:30〜	
 第３回	
 学校協議会 
平成 28年２月 29日（月）10:30〜	
 第４回	
 課題研究等合同発表会 

 
学校長	
 謝辞 


